
令和4年5月13日

3年生徒・保護者様

京都府立山城高等学校長

日本学生支援機構令和5年度大学等奨学生採用候補者の募集について

下記のとおり募集します。希望する生徒は令和4年5月27日(金)までに担任へ申し出てください。 6月に申込書
を配布します。今年度の募集は今回のみです。期日までに申込入力と必要書類を提出してください。概要は下記類を配布します。

のとおりです。

記

1 貸与：第一種奨学金（無利子）
選考基準
①学力基準・ ・ ・高等学校等における申込時までの全履修科目の評定平均値が3．5以上である．
（住民税非課税・生活保護世帯は学修意欲があり進学後も特に優れた成績を修める見込があれば申込可能）
②生計維持者の年収が、第一種奨学金の収入基準額以下である。

2貸与：第二種奨学金（有利子）
選考基準
①学力基準・ ・ ・高等学校等における申込時までの全履修科目の学習成績が、平均水準以上である等。
②生計維持者の年収が、第二種奨学金の収入基準額以下である。

※貸与月額
大学 短期大学・鬮蝿鯛門課程）

国公立 私立 国公立 私立
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第二種奨学余
入学時特別
貸与奨学金
入学時特別

20,000円～120,000円(1万円単位）

100,000円～500,000円(10万円単位・初回振込時に増額して振込《1回限り》）

3給付奨学金（市町村民税所得割が非課税世帯及びそれに準ずる世帯）
選考基準（下記の①②③全てに該当する者）
①学力基準
・高校等における申込時までの全履修科目の評定平均値が3．5以上である。
・上記に該当しない場合は、 レポートの提出や学校における面談により学修意欲等が認められること。

②父母双方とも市町村民税所得割額が非課税及びそれに準ずる世帯の学生等(第1区分～第Ⅲ区分有)。
③本人及び生計維持者の資産の合計額が資産基準額(生計維持者2人2,000万円､1人1,250万円)未満である。

支給月額※ ＊生活保謹世帯はカッコ内の金額
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★政令指定都市は萄一に粥を乗じた額支給額算定基準＝課税標準額×6%－

4 申込希望申出期限 令和

5 申込入力期限 令和

6 申込書類提出期限 レポ

令和

レポ

4年5月27日(金)までに担任へ申し出てください。

令和4年6月15日（水） ※詳細は申込書類配布時に連絡します。

ート(給付奨学金希望者で評定平均値が3.5未満者）
レポート以外の必要書類
マケナンハ､－書類ば箏込入力蕊、各自て電郵送値ﾇ易善副

令和4年11月下旬頃（予定）
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7採用候補者決定時期

注 意
1 奨学金の振込は、大学等に進学後、進学届の登録手続が終了してからですので、早くても4月下旬です。
入学料の納入や入学後しばらくの間に必要な資金には間に合いませんので御注意ください。
2第一種・第二種奨学金は貸与です（給付ではありません）ので、奨学金の貸与が終了すると返還の義務
が生じます。返還する義務があることを十分自覚したうえで、 申込みをしてください。

※日本学生支援機構ホームページのガイダンス動画や奨学金貸与・返還シミュレーションも活用してください。


